
安全綱領

安全に関する
基本的な考え方

当社は会社発足以来、「安全」を経営の最重要課
題とし、安全性の向上に取り組んできました。過去
の痛ましい事故から真摯に学び、それを教訓としな
がら、ソフト・ハードの両面から事故を防止する努力
を継続し、リスクの低減に向け、社員一人ひとりの取
組みとハード対策・仕組みの構築を着実に進めてい
ます。

安全対策には「これで完全である」という終わりは
ありません。引き続き、「お客さまの死傷事故ゼロ、
社員（グループ会社・パートナー会社社員を含む）の
死亡事故ゼロ」をめざし、JR東日本グループが一体
となって安全性向上への絶えざる挑戦を続けます。

　安全に関わる社員の行動規範として、安全綱領を
定めています。
　1. 安全は輸送業務の最大の使命である。
　2. 安全の確保は、規程の遵守および執務の厳正

から始まり、不断の修練によって築きあげられ
る。

　3. 確認の励行と連絡の徹底は、安全の確保に最
も大切である。

　4. 安全の確保のためには、職責をこえて一致協
力しなければならない。

　5. 疑わしいときは、あわてず、自ら考えて、最も安 
全と認められるみちを採らなければならない。
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本レポートでは、ＪＲ東日本グループにおけるさまざまな取組みについて、「安全」「社会」
「環境」の３つの柱に分類し、記載しています。サステナビリティレポートの３つの柱

安全の基本的な考え方としての「グルー
プ安全計画2018」のもと、グループ全
体で「究極の安全」に向けて取り組んで
いることについて記載しています。

【安全】
輸送サービスを含めたサービス品質向
上・インバウンド等のお客さまへの取組み、
観光振興・子育て支援事業等の地域社会
への取組み、ダイバーシティ等の取組み
について記載しています。

【社会】
環境負荷低減や2020年度および2030年
度目標の達成に向けて、各職場で推進してい
る環境活動や、システム革新、新たなエネル
ギー削減メニュー導入等の取組みについて
記載しています。

【環境】
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頼性を担保するため、「KPMG あずさサステナビリティ株式会社」による限
定的保証を受けておりますが、保証対象となっている情報を明確にするた
め、保証対象とした情報については「☆」を付しています。
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